
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
動
車
排
ガ
ス
と
ぜ
ん
息
疾
患
有
症
率
を
調
査 

す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
調
査
に
つ
い
て
の
論
文
が 

「
Ｅn

v
iro

n
 

Ｒ
ｅ
ｓ
」
二
〇
一
四
年
に
発
表
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

論
文
名
は
「
自
動
車
排
気
規
制
に
よ
る
環
境
大 

気
汚
染
レ
ベ
ル
の
低
下
と
日
本
の
子
ど
も
の
呼 

吸
器
系
お
よ
び
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
有
症
率
に 

及
ぼ
す
影
響
」
で
す
。
同
論
文
は
、
環
境
省
が
毎 

年
行
っ
て
い
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
調
査
の
公
開 

デ
ー
タ
に
基
づ
き
解
析
し
た
内
容
と
な
っ
て
い 

ま
す
。
論
文
を
発
表
し
た
の
は
、
兵
庫
医
科
大
学 

（
公
衆
衛
生
学
）
主
任
の
島 

正
之
教
授
を
中
心 

に
し
た
研
究
室
で
す
。 

島
教
授
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
」
解
析
者 

の
ひ
と
り
で
、
環
境
省
の
環
境
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス 

調
査
検
討
委
員
会
、
同
局
地
的
大
気
汚
染
健
康
影 

響
検
討
会
委
員
も
務
め
て
い
ま
す
。 

公

開

デ

ー

タ

を

基

に

解

析

作

業 

 

論
文
の
結
論
と
し
て
、「
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
／
Ｐ
Ｍ
法
に
基
づ
く
自
動
車
排
気
規
制
強
化
が
、

大
気
質
の
改
善
と
三
歳
児
の
呼
吸
器
系
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
有
症
率
の
低
下
に
寄
与
し
た
」

と
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
排
気
ガ
ス
対
策
を
強
化
し
た
地
域
で
は
、
疾
患
有
症
率
が
低
下
し
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

 

「
各
地
域
、
一
九
九
六
―
二
〇
〇
〇
年
を
前
半
と
し
、
二
〇
〇
六
年
―
二
〇
〇
九
年
を
後
半

と
し
年
平
均
の
大
気
汚
染
濃
度
、
有
症
率
の
デ
ー
タ
を
用
い
て 

統
計
解
析
し
た
も
の
」
で
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
，
Ｓ
Ｐ
Ｍ
に
よ
る
ぜ
ん
息 

の
有
症
率
の
低
下
に
有
意
に
相
関
し
て
い
た
と
明
ら
か
に
し
て 

い
ま
す
。 

 

研
究
の
強
み
は
、「
全
国
レ
ベ
ル
の
大
規
模
研
究
―
日
本
中
の 

二
八
地
域
、
六
～
七
万
人
の
調
査
対
象
で
、
八
〇
％
以
上
の
回 

答
率
を
得
た
結
果
は
一
般
人
口
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
、 

毎
年
繰
り
返
し
行
い
、
長
期
比
較
、
国
際
比
較
が
可
能
で
あ
る 

こ
と
、
母
親
の
喫
煙
率
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
素
因
、
ペ
ッ
ト 

の
有
無
等
様
々
な
関
連
要
員
の
調
整
を
実
施
し
た
こ
と
」
で
す
。 

 

自
動
車
排
気
ガ
ス
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぜ
ん 

息
等
の
疾
患
有
症
率
が
低
下
し
た
の
で
す
か
ら
、
自
動
車
排
気 

ガ
ス
が
ぜ
ん
息
等
の
発
症
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら 

か
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
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環
境
省

デ
ー
タ

有
意
な

相
関
示

す 

 

 



 
 

 
 

「
そ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
」
や
「
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
調
査
」
に
関
わ
る
委
員
の
先
生
か
ら
、
各

調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
四
年
に
は
新
田
裕
史
先
生
が
「（
自
動
車
）
交
通
・
関
連
大
気
汚
染
と
学
童
に
お
け
る
気

管
支
喘
息
発
生
（
症
）
の
間
の
関
連
」
と
い
う
論
文
を
Ｊ 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ 

Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
ａ
ｎ
ｄ
Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｅ
ｐ
ｉ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
に
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
論
文
は
、「
そ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ェ
ク
ト
調
査
」
結
果
を
英
文
化
し
た
も
の
で
す
。 

 

冒
頭
「
大
気
汚
染
は
喘
息
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
と
広
く
理
解
さ
れ
て
い
る
。」
と
は
じ
ま
り
、
同

調
査
は
「
交
通
機
関
‐
関
連
大
気
汚
染
の
代
わ
り
と
し
て
、
起
源
が
自
動
車
排
気
ガ
ス
で
あ
る
窒

素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
と
元
素
状
炭
素
（
Ｅ
Ｃ
）
の
個
人
曝
露
量
の
年
間
平
均
値
を
推
定
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
。」
結
論
と
し
て
「
我
々
は
、
Ｅ
Ｃ
へ
の
曝
露
と
気
管
支
喘
息
罹
患
と
の
間
に
正

の
関
連
を
見
出
し
た
。」 

「
交
通
・
関
連
大
気
汚
染
は
学
童
の
気
管
支
喘
息
発
症
と
関
連
し
て
い
た
。」
と
そ
の
有
意
な
関
係

を
認
め
て
い
ま
す
。
こ
の
関
連
は
、
日
本
の
調
査
だ
け
で
な
く
「
他
（
の
研
究
機
関
）
か
ら
報
告

さ
れ
た
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
結
果
と
一
致
し
て
い
る
」（
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
南

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
等
の
コ
ホ
ー
ト
調
査
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

環境省審議会委員の論文でも 

 

患
者
会
は
、
川
崎
市
に
対
し
て 

工
場
群
が
な
い
川
崎
北
部
地
域
に 

な
ぜ
、
ぜ
ん
息
患
者
が
多
発
し 

て
い
る
の
か
、
そ
の
究
明
を
求 

め
て
き
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
究
明
は
、
さ
れ 

て
い
ま
せ
ん
。 

引
き
続
き
川
崎
市
に
対
し
、
究 

明
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

 

環
境
省
は
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
が
高
濃 

度
に
な
る
要
因
と
し
て
、
①
自 

動
車
走
行
台
数
の
多
さ
、
②
大 

型
車
の
混
入
率
の
高
さ
、
③
二 

階
建
て
な
ど
の
道
路
構
造
と
沿 

道
の
ビ
ル
に
よ
る
閉
塞
空
間
、 

④
谷
戸
や
盆
地
状
の
地
形
に
加 

え
、
接
地
逆
転
層
な
ど
気
象
的 

条
件
に
よ
る
と
説
明
し
て
い
ま 

す
。 自

動
車
排
ガ
ス
と
ぜ
ん
息
発
症
に
関
連 

川
崎
市
は
北
部
地
域
に
増
え
る
原
因
究
明
を
！ 
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